
「
制
度
に
１
０
０
点
満
点
は

な
い
。
い
ま
よ
り
ベ
タ
ー
」

な
ど
と
説
明
し
ま
し
た
。
土

岐
氏
は
「
１
０
０
点
」、
北

野
氏
は
「
制
度
の
中
身
に
及

第
点
は
つ
け
ら
れ
な
い
」

と
、「
10
点
」
と
し
ま
し
た
。

自
治
体
の
体
を

な
し
て
い
な
い

　
「
０
点
に
し
た
が
、
マ
イ

ナ
ス
と
言
い
た
い
ぐ
ら
い

だ
」
と
山
中
氏
は
、「
特
別

区
」
の
人
口
は
当
初
30
万
人

程
度
と
さ
れ
て
い
た
が
、
今

回
の
４
区
案
は
平
均
67
万
人

と
、
堺
市
を
除
く
府
内
ど
の

自
治
体
よ
り
も
規
模
が
大
き

い
と
指
摘
。「
特
別
区
」
ご

と
に
庁
舎
を
建
設
せ
ず
、
現

在
の
大
阪
市
役
所
本
庁
舎
を

共
同
で
使
う
「
合
同
庁
舎

案
」
と
な
る
な
ど
の
問
題
点

を
挙
げ
、「『
ニ
ア
・
イ
ズ
・

ベ
タ
ー
』
は
看
板
倒
れ
ど
こ

ろ
か
、
地
方
自
治
体
の
体
を

な
し
て
い
な
い
」
と
批
判
し

ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き
る
の

か
ど
う
か
。
松
井
氏
は
、
府

に
移
る
財
源
は
、
府
が
担
う

こ
と
に
な
る
仕
事
に
見
合
っ

た
分
で
、「
サ
ー
ビ
ス
は
維

持
で
き
る
」
と
説
明
し
ま
し

た
。住

民
サ
ー
ビ
ス

維
持
は
困
難
に

　

山
中
氏
は
、
制
度
案
で
は

「
特
別
区
」
設
置
に
伴
う
職

員
増
や
シ
ス
テ
ム
運
用
経
費

の
増
加
分
が
考
慮
さ
れ
て
い

な
い
と
し
、「（『
特
別
区
』

は
）自
主
財
源
が
本
当
に
少

な
く
、
続
け
る
こ
と
は
非
常

地
方
分
権
と
地
方
自
治
の
流

れ
に
逆
行
す
る
最
悪
の
制

度
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

番
組
で
は
、
２
０
１
５
年

の
住
民
投
票
で
大
阪
市
廃
止

が
否
決
さ
れ
て
以
来
の
経
過

を
紹
介
。
制
度
案
を
話
し
合

う
法
定
協
の
議
論
が
「
政
局

の
荒
波
に
左
右
さ
れ
続
け

た
」
と
し
、「
都
」
構
想
に

反
対
し
て
維
新
と
対
立
し
て

き
た
公
明
が
、
昨
年
４
月
の

ダ
ブ
ル
選
で
維
新
が
勝
利
し

た
後
に
「
賛
成
」
へ
と
態
度

を
急
変
さ
せ
た
こ
と
な
ど
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
に
可
決
さ
れ
た

「
特
別
区
」
の
「
基
本
的
方

向
性
」
を
採
点
し
た
山
中
氏

は
「
０
点
」、
松
井
氏
は

分
権
に
逆
行
の

最
悪
の
制
度
だ

　

討
論
に
入
る
前
、「『
都
』

構
想
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な

し
」
と
一
貫
し
て
主
張
し
て

き
た
山
中
氏
に
、
視
聴
者
か

ら
「
百
害
を
教
え
て
ほ
し

い
」
と
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

山
中
氏
は
「
１
０
０
言
っ

て
い
い
で
す
か
」
と
前
置
き

し
た
上
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
は
避
け
ら
れ
ず
、
大

阪
市
が
な
く
な
り
「
特
別

区
」
に
な
る
こ
と
へ
の
不
安

と
混
乱
を
指
摘
。「
一
番
の

問
題
は
、
大
阪
市
か
ら
府
へ

権
限
や
財
源
を
吸
い
上
げ
、

　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
「
１
０

０
点
で
す
か
。
以
前
ま
で
反

対
し
て
い
て
」
と
斬
り
込
ま

れ
た
土
岐
氏
は
、「『
都
』
構

想
に
は
も
と
も
と
賛
成
し
て

い
る
」
と
回
答
。
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
が
「
前
回（
の
住
民

投
票
は
）基
本
的
に
反
対
だ

っ
た
の
に
、
今
回
は
支
援
団

体
に
１
８
０
度
違
う
『
賛

成
』
で
お
願
い
す
る
の
か
」

と
問
う
と
、「
丁
寧
に
説
明

し
て
い
く
」
と
述
べ
る
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

　

大
阪
市
が
廃
止
さ
れ
、
財

源
が
府
に
吸
い
上
げ
ら
れ
た

場
合
、「
特
別
区
」
で
敬
老

パ
ス
は
じ
め
市
独
自
の
住
民

に
難
し
く
な
る
。
ど
れ
を
削

る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
松
井
氏
が
、「（
維
新

府
・
市
政
に
よ
る
）広
域
一

元
化
で
大
阪
は
地
価
が
上
が

り
、
市
民
の
資
産
価
値
が
増

え
て
い
る
」
と
主
張
し
た
の

に
対
し
、
山
中
氏
は
「
土
地

の
値
段
が
上
が
っ
て
喜
ぶ
の

は
一
部
の
人
。
暮
ら
し
て
い

る
人
は
固
定
資
産
税
が
上
が

っ
て
困
る
」
と
反
論
。
大
阪

は
、
月
額
の
実
収
入
や
消
費

支
出
が
全
国
よ
り
４
万
円
ほ

ど
低
く
、
完
全
失
業
率
は
全

国
よ
り
高
い
と
し
、「
こ
の

状
態
で
『
大
阪
を
良
く
し

た
』
と
言
う
の
は
、
昔
と
同

じ
失
敗
の
道
に
行
く
発
想

だ
」
と
語
り
ま
し
た
。

大
阪
市
の
力
を

住
民
の
た
め
に

　

視
聴
者
か
ら
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
寄
せ
ら
れ
た
「（『
都
』
構

想
に
）反
対
の
人
は
、
ど
ん

な
制
度
が
望
ま
し
い
か
」
と

の
質
問
に
、
山
中
氏
は
「
制

度
で
は
な
く
、
大
阪
市
の
力

を
本
当
に
住
民
の
た
め
に
使

う
よ
う
に
、（
政
策
の
）中
身

を
変
え
な
い
と
い
け
な
い
」

「
住
民
の
声
が
市
政
に
反
映

さ
れ
る
よ
う
な
住
民
自
治
の

仕
組
み
を
、
本
気
で
つ
く
ら

な
け
れ
ば
」
と
語
り
ま
し

た
。

　

大
阪
市
を
廃
止
し
て
「
特
別
区
」
に
分
割
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
大
阪
都
」
構
想
に
つ
い
て
の
生
討
論

が
９
日
夕
、
関
西
テ
レ
ビ
の
番
組
「
報
道
ラ
ン
ナ
ー
」
で
放
映
さ
れ
、
日
本
共
産
党
の
山
中
智
子
大
阪

市
議
団
長
、
大
阪
維
新
の
会
の
松
井
一
郎
代
表（
大
阪
市
長
）、
公
明
党
府
本
部
の
土
岐
恭
生
幹
事
長

（
大
阪
市
議
）、
自
民
党
の
北
野
妙
子
大
阪
市
議
団
幹
事
長
が
出
演
し
ま
し
た
。

大阪市廃止・分割問題で討論する（右から）
山中、北野、土岐、松井の各氏＝９日（関
西テレビから）

住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
は
不
可
避

山
中
氏
「
制
度
案
は
０
点
」

関
西
テ
レ
ビ
で
各
党
が
生
討
論

大阪市廃止･分割の「都」構想

視聴者からの質問に答える山中氏（関西テレビから）
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